
■鹿児島紡績所、堺紡績所建設の建白書と開業

石河正龍は、1826年1月26日（文政8年12月19日）、現･奈良県橿原市で出生。江戸、長

崎で蘭学を学ぶ。1857年に薩摩藩に召し抱えられ、1862年に物産会所の建議、国内交

易の提案などを行う。1863年には紡績機械を輸入して紡績所建設の意見書を提出。こ

れが採用され1867年に日本最初の近代紡績所となる鹿児島紡績所が開業する。続い

て同藩の本格的紡績工場として建設したの

が1870（明治3）年に大阪戎島に開業した堺

紡績所であった。その建設責任者もまた石河

正龍であった。英国から2000錘のミュール精

紡機や蒸気機関が輸入され、同年12月に本

格稼働する。ここは廃藩置県の際に明治政府

に買収されるが、石河正龍は引き続きその責

任者として政府に登用され任に当たった。

■官営の愛知紡績所を建設

明治政府は、国内の近代紡績の振興を図

るため、前田正名の「興業意見」に基づき、①官営模範工場の設置（2工場）、②10基の
ま さ な

輸入紡績機代金の無利子10ヶ年の年譜払い下げ（十基紡と呼称、実際は9工場）、③輸

入紡績機の代金立替払い（3工場）、の3つの奨励策を推進した。愛知紡績所は第1紡績

所として（第2紡績所は広島紡績

所、開業前に民間払い下げ）、現･

岡崎市大平町に建設され、2000錘

のミュール精紡機を据え付け、1881（明治14）年に唯一の官営の綿

糸紡績工場として開業する。石河正龍は堺紡績所建設での技術が

高く評価され、ここでも政府雇技師として愛知紡績所や広島紡績

所のほか、上記②や③を含めた初期綿糸紡績所の13工場の立地選

定及び紡績所設計で中心的に関わることとなった。

■初期綿糸紡績所の建設に奔走

こうした紡績所建設で石河正龍が重視したのは、紡績機械の動

力に水車を用いることであった。日本では水車設置に適する河川が

多いと見ていたことによるが、そのために立地選定で全国各地を

奔走する。最初の建設となった愛知紡績所では、模範工場であったことから、最

も力を注ぐことになる。その一つが大出力が可能

なフルネイロン水車と呼ばれる洋式のタービン水

車を設置したことであった。しかもこれを輸入で

なく開業1年前の1880年に横須賀造船所で作らせ

ている。国産にしなければ製造技術は育たないと

みた石河正龍の先を見据えた方針であった。こ

れを皮切りに1885年までに広島紡績所、三重紡

績所、豊井紡績所、島田紡績所、下野紡績所にほ
と よ い しもつけ

ぼ毎年1台ずつ製造して設置していくことになる。

その1台が写真に見る形式である。こうした水車図面が下野紡績所と島田紡績所創業者

宅から発見されている。中でも画期は、英国製とは異なる吹上形式として軸受負荷を軽

減していることで、石河の工夫とも推測されている。

石河正龍は、愛知紡績所に続く十基紡等の立地や工場設計に奔走したが、その拠点は居

を構えていた愛知紡績所のある岡崎であった。まさに石河正龍なくして初期綿糸紡績所

は成り立たなかったであろう。「我が国近代紡績の父」と呼ぶに相応しい人物であった。

｢愛知紡績所 絵図｣(部分)明治 11年～明治 16年
出典：『明治前期官営工場沿革』1983年

石 河 正 龍 ( 1826 ～ 1895)
出典 ：『 本邦 綿糸 紡績 史

第 1 巻』 1937 年

堺紡績所

出典：『本邦綿糸紡績史 第 1巻』1937年

いし かわ まさ たつ

（天野武弘 ）

下野紡績所タービン水車

出典：『本邦綿糸紡績史 第 2
巻』1937年

愛知紡績所、紡績機械配置図

（導水路、建物配置、門が実際とずれている）

出典：『本邦綿糸紡績史 第 2巻』1937年

ものづくり中部の革新者たち Ⅲ １．革新実業家（１）

2022/10/13 改訂版


